
経
済
危
機
と
闘
う
日
々

バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
必
死
に
立
ち
直
っ
て
安
定
に
向
か
っ
て
い
た
日
本
経
済

が
、
一
日
に
し
て
暗
転
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
九
月
十
五
日
の
「
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
」
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
経
済
危
機
で
す
。

そ
れ
は
、
失
業
・
雇
用
不
安
と
い
う
形
で
市
民
生
活
を
直
撃
し
、
子
育
て
や

老
後
、
治
安
、
食
に
対
す
る
不
安
と
と
も
に
戦
後
の
日
本
の
「
安
心
社
会
」
を

支
え
て
き
た
諸
々
の
前
提
が
一
挙
に
崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
恐
怖

を
私
た
ち
に
与
え
ま
し
た
。

新
た
な
市
場
と
雇
用
を
つ
く
る

経
済
危
機
対
策
は
、
徐
々
に
そ
の
効
果

を
発
揮
し
始
め
て
い
ま
す
。
景
気
の
底
割

れ
は
防
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
本
格
的
な
景
気
回
復
は
こ

れ
か
ら
で
す
が
、
そ
ん
な
日
本
に
と
っ
て

今
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
し

ょ
う
か
？

地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
、「
低
炭
素

革
命
」
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
新
技
術
の

開
発
を
進
め
、
環
境
産
業
・
未
来
型
産
業

を
支
援
し
、
そ
の
た
め
の
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
市
場
と
雇
用
を

生
み
出
す
―
松
本
純
は
こ
う
考
え
、
そ
の

政
策
の
断
行
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

日
本
の
太
陽
光
発
電
を
世
界
一
に
す

る
、
エ
コ
カ
ー
を
世
界
最
速
で
普
及
さ
せ

る
…
そ
の
一
部
は
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
が
、「
ニ
ッ
ポ
ン
浮
上
」
の
カ
ギ

は
、
経
済
成
長
を
見
据
え
て
の
、
こ
う
し

た
「
未
来
へ
の
投
資
」
で
あ
る
と
確
信
し

ま
す
。

石
油
シ
ョ
ッ
ク
、
バ
ブ
ル
崩
壊
を
国
民

の
創
意
と
工
夫
で
乗
り
切
っ
た
日
本
で

す
。
そ
の
「
底
力
」
が
今
回
も
通
用
し
な

い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

人
生
に
「
切
れ
目
の
な
い
安
心
を
」

「
百
年
に
一
度
」
と
い
わ
れ
る
経
済
危

機
は
、
家
族
や
地
域
な
ど
、
私
た
ち
に
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
て
い
た
「
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
」
の
喪
失
を
加
速
さ
せ
ま
し
た
。

医
療
・
年
金
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の
社
会

保
障
制
度
へ
の
不
安
が
、
そ
れ
を
増
幅
さ

せ
て
い
ま
す
。

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
信
頼
で
き

る
社
会
保
障
制
度
を
確
立
し
、
全
世
代
・

全
生
涯
を
通
じ
た「
切
れ
目
の
な
い
安
心
」

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

日
本
再
生
の
カ
ギ
は
「
家
族
」

こ
の
よ
う
に
活
力
と
安
心
を
両
立
す
る

社
会
が
、
い
ま
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

「
新
日
本
型
安
心
社
会
」
と
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
本
純
は
、中
区
野
毛
で
生
ま
れ
育
ち
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
支
援
で
国
会
に
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

は
「
福
祉
」
で
す
。
信
頼
で
き
る
社
会
保

障
制
度
の
確
立
は
私
の
使
命
で
す
。
そ
し

て
「
日
本
再
生
」
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
家

族
・
地
域
で
あ
り
、
そ
れ
を
守
り
、
支

援
す
る
の
は
政
治
の
責
任
で
す
。
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「経済成長」を図り、活力と安心が両立する社会をつくります

●環境保護・未来型産業への支援を進め雇用と所得を確保します

●人への投資を進め個人の能力発揮・自己実現をサポートします

全世代・全生涯に「安心」をもたらす社会保障制度を確立します

●信頼できる医療・年金・介護・福祉の実現を最優先で行います

●子育て・次世代を支援し、家族・地域を支える政策を進めます

公務員制度改革、地方分権で「政治への信頼」を取り戻します

●政治主導の下、ムダを徹底排除して、国民のために働く政府にします

●「天下り」「渡り」を全面禁止し官僚の特権意識を打破します

●国と地方の関係を見直し地方分権・道州制の実現を図ります

世
界
最
速
の
経
済
危
機
脱
却
を

「
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
」
の
直
後

に
発
足
し
た
麻
生

内
閣
に
と
っ
て
、

そ
れ
か
ら
の
九
カ

月
間
は
、
経
済
危

機
克
服
の
た
め
に

闘
う
日
々
で
し

た
。「

世
界
で
最
も

早
く
経
済
危
機
か

ら
脱
却
し
よ
う
」

を
合
言
葉
に
実
施

し
た
経
済
対
策

は
、「
安
心
実
現

の
た
め
の
緊
急
総

合
対
策
」
か
ら

「
生
活
対
策
」「
生

活
防
衛
の
た
め
の

緊
急
対
策
」、
そ
し

て
「
経
済
危
機
対

策
」
ま
で
四
次
に

わ
た
り
、
総
額
は

九
十
兆
円
に
も
達

し
て
い
ま
す
。

松本純は、家族とわが町を支え「安心の社会」をつくります松本純は、家族とわが町を支え「安心の社会」をつくります

●
平
成
十
七
年
九
月
、
小
泉
純
一
郎
首
相

の
も
と
で
行
わ
れ
た
「
郵
政
選
挙
」
で
三

期
目
の
議
席
を
得
て
、
間
も
な
く
四
年
に

な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
首
相
は
安
倍
晋
三
、

福
田
康
夫
、
麻
生
太
郎
の
各
氏
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
純
は
総
務
大
臣
政
務
官
、
衆
議
院

議
院
運
営
委
員
会
理
事
、
自
民
党
国
会
対

策
委
員
会
副
委
員
長
、
副
幹
事
長
、
内
閣

官
房
副
長
官
を
歴
任
し
ま
し
た
。
ま
さ
に

激
動
の
四
年
間
で
し
た
。

今
回
の
総
選
挙
は
経
済
危
機
か
ら
の

「
ニ
ッ
ポ
ン
浮
上
」
を
か
け
た
闘
い
で
す
。

私
は
三
期
十
年
の
す
べ
て
を
投
入
し
て
選

挙
戦
に
臨
み
ま
す
。
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国道357号の
「本牧間門町～新磯子町間」が着工へ

皆さまの署名運動が実を結びました

松本純がいま
ヨコハマで
取り組んでいること

平成21年度補正予算が成立し、国土交通
省は国道357号の整備費104億円を計上し
ました。これによって、地元の皆さまの永年
の悲願だった国道357号の未整備区間、本
牧間門町～新磯子町間の着工が現実のものと
なりました。
未整備区間の完成によって、金沢・磯子の

両区と中区との間の所要時間が大幅に短縮さ
れて、新たな経済価値を生みます。また、車
の排ガスが減少し、周辺地域の環境が大きく
改善されます。
特に排ガスの大幅削減による地域の環境改

善は、小児ぜんそくに苦しんでいる子供たち
や家族の皆さまには、このうえない朗報だと
思います。
また沿線の慢性的な交通渋滞によって、車

が生活道路や通学路に入り込み、地域の皆さ
まの安全と安心を脅かしている現状も大きく
改善されます。
国道357号未整備区間の早期着工につい

ては、中区、磯子区の沿線住民の皆さまが熱
心な署名運動を展開され、その署名数は2万
4951人に達しました。今回の予算措置は皆
さまの活動が実を結んだものです。
私も、皆さまのこの切実な声を国土交通省

に届けるお手伝いができたことをうれしく思
っています。今後も引き続き、未整備区間の
一日も早い着工・完成のために全力を尽くし
ます。

ＡＰＥＣ首脳会議の
「2010年横浜開催」が決まりました

ＡＰＥＣ（アジア太平洋経済協力）首脳
会議の2010年横浜開催が決まりました。
首脳会議は、アメリカ、中国、韓国、ロ

シア、オーストラリアなど21の国と地域の
首脳が集まる世界最大の国際地域協力会議
です。ここでは、貿易・投資などの経済問
題やテロ対策など、国際的な課題が協議さ
れます。
横浜ではＡＰＥＣ招致のために官民をあ

げての活動が展開されてきました。これほ
ど大きな国際会議は、「横浜」を世界にアピ
ールする絶好のチャンスだからです。
会議には各国首脳や政府関係者に加えて

報道陣など計4,000人以上が参加すると予
想されていますが、そうした人たちが横浜
と横浜市民に直接触れ、「横浜発」のニュー
スが世界を駆け巡るのですから、想像する
だけでも興奮を抑えられません。
ＡＰＥＣの横浜開催決定は、「コンベンシ

ョン・シティ横浜」の実現に力を尽くして
きた私にとっても、大変うれしい知らせで
した。このうえはぜひ、市民参加でＡＰＥ
Ｃ首脳会議を成功させようではありません
か。

衆議院議員　松本純　活動の軌跡

2005年9月　3期目当選 初登院 総務大臣政務官に再任 全国女性消防操法大会総理代理挨拶

参議院補選で川口より子候補が当選 松本純女性の集い　五大路子さんと 耐震強度偽装問題の委員会で

河野洋平議長の欧州各国視察に随行 根岸にて燃料電池自動車の視察 安倍晋三新総裁誕生、副幹事長就任 神奈川16区の補選応援

沖縄知事選の補選応援 厚生労働委員会で感染症質疑 金沢共同溝シールドマシン到達式 “為公会”発足設立総会にて

北九州市長選に1ヶ月間出張 パシフィコ横浜「うまいものサミット」開会式 社会保障制度調査会介護委員会事務局長にて 神奈川県議、横浜市議選スタート

横浜市連会長に就任 内閣改造麻生幹事長誕生 薬害肝炎対策で質問

長寿医療制度議論 カンボジア・ベトナムへエイズ調査 麻生新総裁誕生 内閣官房副長官に就任

内閣総理大臣杯授与 官邸で記者会見 内閣委員会 国民保護共同実動訓練

日米首脳会談 国会見学ツアーガイド ロンドンサミットへ随行 横浜開港150周年こどもみなとPR隊官邸訪問

新型インフルエンザ対策本部

まつもと じゅん プロフィール ●昭和25年4月11日、横浜市中区生まれ　●野毛山幼稚園、本町小、聖光学院中・高、東京
薬科大卒、薬剤師　●本町小PTA会長、横浜JC専務理事、野毛大道芸実行委員長など街づくりや地域活動に取り組む　●平成
2年～ 横浜市議（3期） ●平成8年～ 衆議院総選挙で初当選。専門を生かし医療・福祉・年金などに全力投球。介護保険制度
を創設した責任者の一人　●平成15年～ 衆議2期目。総務大臣政務官。 ●平成17年～衆議3期目。総務大臣政務官に再任。
三位一体改革、行財政改革など新しい日本の国の形をつくるため奮闘。 ●平成17年11月～議院運営委員会理事、国会対策委
員会副委員長として国会運営等に取り組む。 ●平成18年9月～自民党副幹事長（以後、4期連続） ●平成19年6月～自民党横
浜市連会長　●平成20年9月、麻生内閣で官房副長官に任命され現在に至る
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